『子育て奮闘記』
３０代　複合家族　持ち家

　この話をいただいた時、正直私に書けるかなあ～という不安と、書いたところで読んだ方の何かの役に立てるのかな~と思いました。しかし『子育て』と言うのは全員ができるわけではありません。貴重な体験をしたというだけでも、書く意味はあるのかな～と思い、書くことにしました。

　私には７歳と２歳の息子がいます。男の子の兄弟ということで毎日ケンかが絶えません。仲良くしているな～とほほえましく思いながらも背を向けたとたん、一瞬にして｢キャー｣と言う悲鳴にかわります。ただ並んでテレビを見ているだけだったのに、なぜか取っ組み合いになっています。本当に不思議です…。

　そんな子ども達もかわいらしい赤ちゃんの時代がありました。私はありがたい事に１人目は１年８ヶ月、２人目は２年１ヶ月の育児休暇をいただくことができました。休みの始まりが年度の途中だったので、きっと職場には大変な迷惑をかけていたと思います。また復帰の際も同じ職場ということもあり、安心して出勤ができて幸せでした。

　その育児休暇を含めて子育て７年間を振り返ってみると、楽しかった事、びっくりした事、大変だった事、うれしかった事などいろいろ思い出されます。いくつかあげてみると、１人目は夜泣きがひどくて３時間ごとに泣いて起きていました。何時に寝てもきっちりタイマーのように３時間後に｢エーン｣と言って起きる毎日で、そのままでは寝ないので抱っこで１５分、フラフラしたり、背中をトントンしたりして寝かせていました。それが仕事復帰後の３歳近くまで続き、寝不足の毎日でした。

　また２人目は食事面での大変さがありました。２、３カ月の頃から顔に湿疹ができ、７ヵ月のときに食物アレルギーと診断されて卵、乳製品、大豆、小麦粉の除去食が始まりました。母乳で育てていたこともあって一時は私自身もそれらのものを食べられない時期がありました。子どもは米、芋をはじめとした野菜、魚などが中心で、あまりレパートリーも広がらず毎日同じ物を食べさせていて、外食もできないストレスも感じていました。もうすぐ３歳になる現在は生卵と小麦粉のみの除去になり、私も勉強をして小麦粉以外の麺類やパンなどを見つけて、ほとんど大人と変わらない食事ができるようになってきました。この事で唯一良かった事は、野菜が好きになってくれたということです。マヨネーズが食べられないのでそのままの味でバリバリ食べています。

　そして最後にがんばったなぁ～と思うことは育児休暇の間ずっと日記を書いたということです。２４時間の寝起きから排泄の回数や時間帯、食事内容にいたるまで、１日の出来事を１日１ページという形でコツコツ書いていました。時には写真を貼ったり、挿絵を書いたりとページ数が増えるたびにうれしくなっていました。これらを大切にとっておいて子どもたちが大きくなった時に見せる機会があったらいいなぁ～とひそかに思っています。（男の子なので、もしかしたら出番がないかもしれませんが・・・。）

　この７年間書ききれないほどの事件！？（お金を飲み込んだ疑惑、お風呂に頭から落ちた事、動物園の猿の檻に靴を落としたこと）があり、そのときはハラハラドキドキした事も、今はいい思い出になっています。きっと大変な真っ只中では見えない事も、時が経てばどんな事もキラキラした思い出になるんだと思います。私は、まだ子育て真っ最中です。時々イライラしてしまう事もありますが、一呼吸して行動するようにして、子どもの気持ちが真っすぐ見られるようにしていきたいと思います。これからも仕事と子育ての両立がしばらく続きますがキラキラした思い出がたくさんできるように頑張っていきたいと思います。
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